
平和学習に交流授業
充実の活動に感謝

　歴代の広島県出身の協力隊員たちは、
派遣された先々で原爆展の開催や平和
について考える授業を行ってきた。岩木
さんも、小学生だけではなく中高生含め
た約300人を対象に授業を実施。被ば
く手帳を持つ祖母から戦争の話を聞い
て育った岩木さんは、自分にも伝える義
務があると考えていたからだ。「自分の
つたないモンゴル語で説明するのではな
く、日本語も話せるモンゴル人に頼んで
パワーポイント1ページごとにナレーショ
ンを録音、映像や写真を使いながら授
業を行いました。終了後、一人ひとりに
感想を書いてもらったのですが、それを
みんなで共有する時間も取れたので有
意義な授業ができたと思っています」
　さらに岩木さんは、当時勤務していた
御薗宇小学校6年生とモンゴルの最高
学年5年生とをインターネット電話でつ
なぎ、交流授業を行った。互いの言語
で挨拶を交わし、国歌を歌い、「食べ物
は何が好きですか」「どんな教科が好き
ですか」と質問し合うなど、両国の子ど

もたちにとって貴重な体験となった。
　任期終盤はコロナ禍と重なり、突然
の帰国で子どもたちに直接お別れがで
きなかったことが悔やまれる。「でも、
海外で教師をしたいという夢が叶い、何
度もモンゴルの空を見上げながら『私
は協力隊なんだ！』と叫び、喜びを噛
み締めてきました。配属先に恵まれ、
自分のやりたいことをやらせてもらえて、
本当に充実していたと思います。現地の
教員の皆さんには感謝しかありません」

夢が持つパワーや異文化体験を
子どもたちに伝えたい

　帰国後、復職した岩木さん。以前受
け持っていた3年生は6年生になってい
たが、教え子たちにモンゴルでの体験を
伝えることは大きな喜びだった。６年生
の社会の授業では『青年海外協力隊』
をテーマにしたほか、2年生の『日本と
外国の学校を比べよう』という単元では
モンゴルの学校について紹介するなど、
自身の経験を積極的に授業に取り入れ
ているという。「子どもたちが世界に目
を向けるきっかけを作り、夢を叶える喜

信頼関係を築いて
子ども主体の授業を提案

　大学生の頃から「海外で働きたい」「教
員になりたい」という２つの夢を抱いて
いた岩木さん。卒業後、教員として小
学校で働きながらもう一つの夢を叶えよ
うと、青年海外協力隊に現職参加※し
た。
　2018年、モンゴル第３の都市ダルハ
ン市に小学校教育隊員として派遣され、
算数と図工を担当。生徒の中には、親
が失業中で絵の具を買ってもらえなかっ
たり、アルコール依存症の親の代わり
に家事をするなど、厳しい家庭環境の
子ども達がいた。

　現地の小学校では、教員が黒板に字
を書いて説明し、子どもはそれを写す授
業が一般的。教員は先に答えを言ってし
まうので、子どもが自分の考えを発表し
たり、友だちの意見を聞いたりする機会
がなかった。岩木さんは、子どもたちが
主体になる授業方法を教員たちに伝え
ようと取り組んだ。まずは教員のおしゃ
べりの輪に入り、信頼関係を築く努力を
したうえで、「こんなやり方もあるけれど
一緒にやってみない？」と新しい方法を
提案していった。例えば、日本では1年
生に数字の概念を教える際にブロック
を使うが、モンゴルでは黒板にひたすら
書くだけ。そこで、岩木さんはブロック
の代わりにシャガイ（家畜のくるぶしの

骨）を使って動画を撮影し、子どもたち
に数の概念を伝えてみせたという。
　「自分で授業をする方が楽しいのです
が、それだと目標としていた『持続可能
な教育』には繋がりません。教員と協
議をしながら一度私が見本を見せて、
彼らが納得したうえで取り組んでもらう
よう意識していました」

岩木 英恵さん　広島県廿日市市立大野西小学校 教諭
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びを伝えていくことで、協力隊での経験
を還元していきたいですね」
　岩木さんが教壇に立つ際に一番大切
にしていることは、子どもたちが「分かっ
た！」と笑顔になれるような授業をする
ことだ。日本でもモンゴルでも、「あ～、
なるほど！」という言葉を聞くことが一
番うれしい。
　「モンゴルで、色々な立場や考え方が
あることを知り、相手を理解しようとす
る姿勢が身につきました。今では、子ど
もたちが忘れ物をしたときも直ぐには怒
らず、状況をきちんと確認してから指導
ができるようになりました」
　モンゴルで広い視野と大きな心を獲得
した岩木さん。これからも子どもたちに
自身の経験を伝えていく。

Hanae  Iwaki
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